
 

  
 

 

 

 

日頃から本校の教育に御理解と御協力をいただき、ありがとうございます。 

今回は高等部 3 年生の実習報告会、中 3・高１の進路先施設見学会、そして 

高等部２年生の実習壮行会の報告をします。 

 

☆高等部 3 年生 実習報告会がありました 

 

11 月 8 日（金）に、中学部 3 年生及び高等部生徒、保護者、教員に 

加え、福祉行政に関わる方々（行政・生活介護事業所・相談支援事業所）を 

お迎えして、高等部 3 年生の進路報告会が行われました。 

 新宿区・中野区は 2 か所、杉並区は 3 か所で実習した際に、自分で決めた目標や学んだこ

とを中心に発表を行いました。 

  

事前に決めた目標としては、以下の内容がありました 

①個人の力に関すること      「毎日元気に通う」「実習先の雰囲気に慣れる」 

「できることは自分で行う」「集中して取り組む」 

②人や物とのつながりに関すること 「あいさつをする」「依頼や希望を伝える」 

③社会とのつながりに関すること  「自分のことを知ってもらう」 

「事業所の支援者・利用者の方と楽しく過ごす」 

 

 一人一人の発表では、校内でも頑張っているこれらの目標について、実習先の事業所でも

自分の力を発揮して達成ができた、といった報告が多くありました。また「事業所の雰囲気

に慣れる」という目標では、1 回目の実習では達成に 1 日かかっていたことが、2 回目、3

回目の実習では、半日で慣れることができたといった報告もありました。実習を重ねる中

で、自分なりに事業所での見通しをもち、気持ちや環境との調整を図る力を高めることがで

きたことは、素晴らしいと感じました。 

 さらに、発表内容だけでなく、発表自体も「相手を意識して、はっきり明瞭な言葉や表

現」でしっかり伝えようとする姿が見られ、高等部 3 年生の大きな成長を感じました。 

  

 会のまとめでは、中学部・高等部の後輩、生活介護事業所の方からも高等部 3 年生に称賛

の声が寄せられました。その晴れがましい先輩

の姿を見て、後輩たちも自分も頑張ろうという

気持ちが高まったことと思います。 

 「豊かな生活」を切り開いていくためには

「いつでも」「どこでも」「だれとでも」は大切

なキーワードです。将来の自己実現に向けて日

常の生活の中でも目標をもちチャレンジする、

最後にその大切さについて学ぶことができた発

表会となりました。 
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☆中 3・高１  

進路先施設見学会がありました  

 

１２月６日（金）に、中学部 3 年生と高等部１年生の生徒、保護者、教員で、進路先施設

見学会を行いました。中学部３年生は、本校近くの「永福南社会福祉ガーデン」へ、高等部

１年生はそれぞれの居住区ごとに、「マイルドハート高円寺」（杉並区）、「中野区障害者福祉

会館」（中野区）、「新宿トライ工房」（新宿区）を見学しました。 

 

それぞれの施設では、施設での活動や一日の流れについての説

明を聞いたり、館内を見学したりしました。送迎用のスクールバス

や形態食・刻み食があることなど学校と似た点や、反対に給食から

は牛乳がなくなりお茶になることや、通所時間が学校の在校時間よ

りも朝夕で１時間程度短くなる可能性のあることなど、異なる部分

についても学ぶことができました。 

  また、施設ごとに力を入れて取り組んでいること、機械浴やスヌーズレン、壁面装飾(カレ

ンダー)作りや障害者が円滑に利用できるスイッチを使ったゲームなど、それぞれの施設ごと

に特徴があることについても学ぶこともできました。 

 

まさに「百聞は一見に如かず」で、将来の自分の姿を想像してみることができた貴重な機

会となりました。今回の知見を活かして、「日々元気に登校をすること」、「よりよい気持ちの

伝え方」、「どんな人の介助も受けられる力」、「自分でできることは自分から取り組む気持

ち」などを今後の学校・家庭生活の中で高めていくことが必要です。今後も引き続き「豊か

な生活つくり」に向けて準備を進めていきましょう。 

見学前にしっかり挨拶しました。 障害者でも利用しやすいスイッチ  機械浴の浴槽です。臥位タイプ 

を取り入れたテレビゲームです。  もありました。 

 

☆高等部２年生 実習壮行会がありました  

   

  １１月２８日(木)に高等部２年生の実習壮行会がありました。高等部生徒及び高等部保護

者の参加がありました。高等部２年生は、修学旅行や体育祭など忙しいスケジュールの中で

したが、一人一人が実習先と目標をしっかりと発表することができました。12 月から２月

までとても寒い期間に実習を行うことになりますが、健康に気を付けて「卒業後の生活」の

シミュレーションをしてきてほしいと思います。 

またワンポイント講座として、「あいさつ」の練習を行いま

した。「はっきりとした声で」「相手の顔を見て」などの約束を

守り、全員で行うことができました。 


